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皆さまこんにちは。NTTデータ先端技術の城塚と

申します。

本日は、「AIの活用状況と今後の展望について」と

題しまして、まずは、「AIの基礎知識」、そして「AI

の活用状況とその実力」、さらに「AIの最新動向」と

して、「XAI（説明可能 AI）」、すこし応用的な話とな

りますが「働き方改革への AI適用」、さらに最新の自

然言語処理系の技術動向として「機械読解と汎用言語

モデル」という話をさせていただきます。

金融分野の方々は AI への取り組みは非常に先行

的にやられているので、基礎の話は知ってるよという

方もいらっしゃるかもしれませんが、一応いろいろな

業務の方もいらっしゃるとお聞きしましたので、まず

は基礎知識の部分をおさらいを兼ねてお話しします。
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1.自己紹介

まず自己紹介をさせていただきます。

私、城塚音也は、88年にNTTに入社して、いわ

ゆるコグニティブな AI、自然言語処理や音声認識の

研究開発をずっとやってきました。入社当時は、第 2

次 AIブームのさなかでして、そのブームに乗った形

で始めたことがいったん下火になり、また最近になっ

て注目されてきたという状況でございます。

AIに関しては、いくつか本を出していまして、きょ

うお話しする中身に関して、もう少し知りたいという

話があれば、本のほうも見ていただければと思いま

す。

2.AIの基礎知識

それでは、「AI の基礎知識」に入らせていただき

ます。
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Slide 5　AIとは何か

まず、今さらという話ですが、「AIとは何か」という

ことで、ご存じの方もいらっしゃると思いますが、AI

の定義というのは実は定まってはいません。各人いろ

いろ言っていますけれども、弊社では、「機械により

人の知的活動を再現したもの」と定義しています。

人間と同じように動いているように見えれば、どの

ような仕組みで動いていても、もうそれは AIだとい

うことです。また、世の中の AIは汎用的なものでは

なく、それぞれ特定の領域に特化して AIをつくるこ

とで、実用的な性能を出していて、逆に汎用的な AI

に関しては、実用レベルのものはまだできていません。

Slide 6　AIの分類（適用領域）

AIはどういうところに使えるのですかとよくお客さま

から聞かれますが、いろいろな AIの分類があります。

こちらは適用領域で分けた場合ということで、大量

の情報から知識を探し出すようなテキストマイニング

や、情報検索などのが第 1番目の使い方です。

第 2番目は、大量の情報を参考に、文章、音楽、

絵などのコンテンツをつくりだすクリエイティブな AI

です。

第 3番目は、知識を発見し、その知識を使って自

ら意思決定を行う、医療の診断や各種の審査に適用

するというような使い方です。

第 4番目はコミュニケーションということで、人間と

の対話を通じて、各種のサービスを行う使い方です。

最近はやりのチャットボットやスマートスピーカー、コ

ミュニケーションロボットなどが、このタイプの AIの

適用例ですね。

第 5番目は知覚・制御で、周囲の状況をセンサー

等で把握して、自らを最適にコントロールする使い方

です。自動運転車などがこれにあたります。


